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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

を設け、滑りリングを設け、一方端部に指掛け穴を設け、Ｒ付三角状のヘラ部を設けたこ
とを特徴とする靴下装脱着補助具。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、高齢者の靴下着脱に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、市販されている補助具は構造が複雑で普及していなかった。
【先行技術文献】
【０００３】
【特許文献１】特許公開２００９－２１３５９０号公報
【特許文献２】特許公開２００６－１０２４４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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そのために、次のような問題点があった。
高齢者が靴下を着脱するとき腰を曲げ両手を使い難儀であった。
本発明は、これらの問題点を解決するためになされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】

を設け、滑りリングを設け、一方端部に指掛け穴を設け、Ｒ付三角状のヘラ部を設けたこ
とを特徴とする靴下装脱着補助具である。
【発明の効果】
【０００６】
靴下を補助具に装着して足を先端まで挿入し、踵を少し上げ補助具を上方向に引き出す。
靴下の首部が係止長穴にかかり補助具と一緒に靴下を足首まで持ち上げて履くことができ
る。
靴下を脱ぐときは、Ｒ付三角部を靴下の首部に差し込み下へ押す。
簡単な靴下装脱着補助具である。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の平面図である。
【図２】本発明の側面図である。
【図３】本発明の断面図である。
【図４】本発明に靴下を装着し足を差し入れた使用状態の説明図である。
【図５】本発明に靴下を装着し踵を少し上に上げた状態の説明図である。
【図６】本発明の係止長穴に靴下の首部がかかり靴下を足首まで上げた状態の説明図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
以下、本発明の実施の形態について説明する。

半円状のヘラ部（３）を設け、靴下係止長穴（４）を設け、滑りリング（５）を設け、一
方端部に指掛け穴（６）を設け、Ｒ付三角状のヘラ部（７）を設けた。
本発明は、以上のような構成である。
本発明を使用するときは、靴下挿入口（２）から靴下を３分２位まで入

さえ踵を少し持ち上げ指を指かけ穴（６）に掛け引き抜くと靴下の首部の一部が靴下係止
長穴（４）に入り靴下を足首まで持ち上げる事ができる。
【符号の説明】
【０００９】

２靴下挿入口
３ヘラ部
４靴下係止長穴
５滑りリング
６指掛け穴
７Ｒ付き三角状ヘラ部
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